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　 発育，

　　　　　　収量 な どに お よ ぼ す照度 と 土壌水分 の 影響に つ い て

Hirom 皿 OHAsHI 　and 　Toshiko 　IwAwloTo ： Physiological　and 　Ecological　Studies

　　on 　the　Saffron （Crocus　sativus 　L ．），　 IV．　 On 　the 　Effect　of 　Illuminance

　　　　　　　and 　Soil　Moisture 　upon 　 the　Development 　and 　Yield ．

（Faculty　of 　Pharmaey ，　Nagasaki　 University＊ 2
）

　Cultivation　 of 　 saffron 　 was 　 studied 　 with 　 special 　 reference 　 to　 the 　 ln伽 en ⊂e　 of 　 illuminance　 and 　 soil

molsture 　upon 　the　development 　of 　the 　plant 　and 　the 　yield　of 　the 　pistjls　and α
一crocjn 　content ．

（Received　September 　27
，

1965 ）

　前報 に ひ きつ づ き，サ フ ラ ン Crocus　sativus 　L．の 発育，収量，成分含 量 な ど に お よ ぼ す照度と土 壌水分 の 影響を

調査 し た．こ の 実験は 1963 年お よび 1964 年度に，長崎大学薬草園に お い て 行な っ た．

材 料 お よ び 方 法

　1963 年 度 は ，大 分県竹田 市 よ り入 手後，2 年間本薬草園 に て 栽培 し た 球根を使用．各区 20 球，球根重 14〜19

g ，平均 16．6± 0．789 ，実験開始，10 刀 3 日．

　1964 年度は 大分県竹 田布 よ り新 た に 入手 した 球根使 用．こ の 球根は 入 手時 （9 月 15 日），す で に 若干発芽 して い

た ， 1球 あ た り の 平均芽数 1．7土 0．18，平均最高芽長 1、7± 0．18cm ．各区 60球使用，球根重 25〜30　g．平均 27．5

± 1．229 ，　実験開女台 9　月　21　H ，

　実験方法 は ，異な っ た 照度，土壌水分 の 組合ぜ よ り次 の 4 区 と した．

　1．室内灌水区．　 2．室内無水 区 （カ ゴ 栽 培 に ほ ぼ近 い 条件）．　 3．温室灌水区 （圃場栽培 に ほ ぼ 近 い 条件）．　4、

温室無水区、

　栽培 には 砂質土壌 を 入 れた 内径約 7cm の 素焼鉢を 用い た．室内栽培 の 植物は室内の 北向ぎの 窓 側 に お き，温室栽

培 は ガ ラ ス 室 （暖 房 な し ）内で 行 な っ た．灌水区 に は 1 日 2 回水をや り土 壌 に 十 分水 を保 た せ る よ うに し，無水区は

ぜ ん ぜ ん 水 を や らな か っ た．

　参考 の た め に ，実験期聞 （1964 年度）中の 気渥 を Table　1 に 示 した ．毎 日の 平均気温 は ，室内 が 温室 よ りい くら

か 高 く，毎 日の 温度較差 は 温室が室内 よ り大 きか っ た、

　ま た ，晴天 と曇 天 時 に お け る 室 内 と 温室 の 照度 を 比較測定 して Tab ！e　2 に 示 し た．東 芝 照 度 計 5岩使用、室内の

照度は 温室 の 約 5〜10％ て い ど に す ぎ な い ．

　＊1
第 3 報 ： 本誌，18

，
47 （1964）．　　　　　

＊ 2Bunkyo ．−machi ，　 N　agasaki ．

（79 ）
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Table　1．　 Temperature 　during　the 　experiment （℃ ）．（1964）

Date

　 　 　 　 1 〜 10

0ct．　　　　　　11　〜　20

　 　 　 　 21 〜 31

　 　 　 　 1 〜 10

Nov ．　 　 　 11 〜 20

　 　 　 　 21 〜 30

　 　 Maximum

R 。。 m 　…G ，een
　 h 。、、se 　 R 。。mMinimum

Average

Green 　 house

24．423

．522

，1

26．326

，324

．5

21．920

．619

，9

16．516

．215

．4

Room 　
… Green 　house

22．9　　　　　　　　　22 ，0

22．5 　　　　　　22．3
20．8　　　　　　　　　19．6

20．1　　　　　　　　　 22．1

16，2 　　　　　　　　　18．0

15．8　　　　　　　　　17．4

17．713

．913

．0

12．88

，17

．5

・8・・ i
14・5 　 ；
13．4 　 …
　 　 ．一」

17．612

，713

．4

　 Table　2．　DifEerence　of　the 　il！uminance 　between 　in　the 　room 　 and 　in　the 　green 　house （lux）

　　　i　 　 　 　 　 C1… w ・・th ・・ （D ・・．8，1964） ． D ・ll　w 。 。 th 。 ・ （D ， 。 ，7，1964 ＞
N °’

l
II「s鹽

　 肅
… …．

・・羸 ・・u
判

…
  。 …d癌 。 一

・ 　 1　 9・・

2 　 1　 　 1000

3 　 　 　 　 　 1100

4 　 　 　 　 　 　 1200

5 　 1　 　 1300

6 　 　 　 　 　 　 1400

7 　 　 　 　 　 　 1500

8 　 　 　 　 　 　 1600

　 　 　 　 　 　 17009 　 1　　 1　　　 ．

　 　 A 、
・erage

3004307908008701130510180

　 10

570011900145001200023000970048002000

　 22

510540118D1050840900680320140

558 9291 68412

．3

240053005400790013600700066001700

　 1405560

Ratio 6，0 100 100

実 　 験 　 結 　 果

1）　発 芽，出 葉 お よ び 伸長

発 芽 お よ び 出 葉は 灌水す る こ と に よ り促進 した．と くに 温、室無水区は お くれ た （Table　3）・

　　 　　 Tab ！e　3，　Infiuence　of 　different　treatments 　on 　thc 　gcrmination 　and 　leaf　sprouting ．

　 　 　 　

Y ，a ，
　 L

　　 　l

R．oom Green 　heuse

NVatcred　lotNor1 ．．watered 　lot　i　 Watered 　IQtN ・n −w ・tered 　1・t 旨

陛 識霊 ・・t・一 ！
・96喜

．
・

…．

　 ・ … 一 … 土 ・・84

．

・… 一 ・・・・ … r 鯉
・ ・土羸 ］

　 ・ 。 。，a ，，
　lea・ 　 ・963 … ．・9．・±・．66 ：面・v ．・4．・± 3．・6 … ．・i，・」・．・41N ・ v

’
．．・8．9・ ・．・3 ：

Isp
「 °u‘i”g 　 da‘e

　 ・964 ・・… 6・5 土・・92　 N 。… 5・8土 ・，880 ・・．・9．4土 ・．72N ・y ，
29．4土 1，69 ．

　最大芽長 お よび 葉長を 約 10 日お きに 測 定 （1964 年度） し ，結果を Fig，1 に 示 した ．伸長 は 室内灌水区，温室灌

水区，室内無水区，温室無水区の 順に 悪 くな っ た．室 内灌水区は 徒長す る傾向が あ っ た ．

　2） 開 花

　Table　4，　 Fig・2 に ．み られ る よ うに ，灌水区 の 開花は 無水区 よ b促進 し た．

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　（80 ）
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　　　　　　　　　　　　　 Fig　l　　Effecし of 　different　 trcatments 　 Qn 　 thc 　growth 　 of　 bud 　 and 　 leaf

　両 1譽水区 をIL較す る と　 年度 に よ り若干異 な り　 1963 年は 推言［子印に 有意 な 差は な く，1964 年 は 至剛 基 の 岡花は

温室区 よ りい くb か IM　xb くな っ た

　温室 缸 水区は 　1963 年度は 非常 に お くれ て い く らか 開花した か ，1964年度 は せ ん せ ん 開花し なか っ た
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　　　　　　　　　　　　　　　 Flg　2　　Flowerlng 　（Oct　29，　1964）

A 　 Watered ！ot 　 m 　 room 　 　 　 　 　 　 　 　 B　 Non −watered 　 lot　 m 　 room

C 　Watered 　IQt　 m 　 green　house 　　　　 D 　Non −watered 　 lot　 m 　green　 house

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81 ）
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Table 　 4．

Year

In 伽 ence 　 of　difEercnし treatments 　 on 　the 且owering ．

　
一．

　　　　
．．
　　　　　　　　　　　　　

．
　

一
　　　　　　

．
　　　　

．
　　　　　　　　

−
　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 Room 　　　　　　　　　　　　　　　　　 Green 　 house 　　　　　　　 I
−

W 痂 1。tl ＿ 羸 dl ♂ r 。。 ，e， e、 。tN ＿ 。 翫 、 。、1
　　　　　　　　　　　 1963　　 Nov ．7〜Dec ．22　 Nov，14〜Dec，4　 Nov ．13〜　　20　　Nov ．20〜Dec ・3
Period　 of 且owering
　　　　　　　　　　　 1964　　 0ct、21〜Nov．8　 Nov．13〜　　30　 0ct．28〜Nov，20

　 Average
flowering　 date

1963N ・ v．15 ，6± ／．　Q9 …
N ・v ・22・1± 2・OG

：
N ・v ・14・・8土 0・83 ．N ・v ・26・8± 0・25

1964 　　0ct．30 ．0 土O．36　
1

　Nev 、19．4土 0．34　i　NQv ．　3．7± 0．46
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　11963
Flowered 　 ratio （％）i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1964

0898 07R）

8

52門
’

Qげ

20

　3） 収 　 量

　有用部収量 を 比較す るた め に ，開花数 お よび 雌芯重を測定し，Table 　5 に しめ し た．

　1963 年度は ，雌芯収 騒は 室内灌水区 と室内無水区が も 巴 ，と も高 く，そ の 間に 有意 差 な く，こ れ に 対 し温室懼水区 ，

温室無水区の 順 に 減少 した，温室灌水区 の 減収 の 原因は 主 と し て 1球 あ た りの 開花数 の 減少 に もと づ き，温 室無水区

の そ れ は 1 球あ た りの 開花数の 減少 お よび 1 花あ た りの 雌芯重 の 低
一
ドに も と つ い て い る．

　1964 年度は，室 内灌水区，室内 無水区，温室灌水区 問 に 推計学的な 有意差 は 認 め られなか っ た．L か し ，1 花 あ

た りの 雌芯重 に は 3 区間に 危 Wt率　1％ で 有意差 が 認 め られ，室内灌水区，室内無水区，温室癨水区 の 順に 低下 した．

温室 無水区は 開花 しな か っ た ．

　　　　　　　　Table 　5．　　Cornparison　of 　the　yield　of 　pistils　arnong 　di丘ferent　treatrrlents．

1　
−一
　 　 「　

一國齟．… ．t．−rrT −
R 。。m

−
　 　 ：　 　 G ， een 　h 。。 se

I

　 　
Year …

＿   i繭 肅   i 嚥 d　1可   一 一

・・曲 ・… … ・di963

． 一．．
i・ 　 　 ・6 　 1　 ・5 　 　 4

　 　 　 　co 「ms 　　　　　　　　1964　　　　　　　　 53　　　　　　　　　　　　　52 　　　　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　　　　−

… Fl。 w 。 ， s
− 96・ ．　 29 　 2 　 29 　 　 ・9 　 　 8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1964 　　　　　　　　 176 　　　　　　　　　　　　　17〔｝　　　　　　　　　　　　　197　　　　　　　　　　　　　　−一

恥… i嘉一 …ll：「 癖1：1：
．
I
　 l：1圭1：ll

．…

ri：：；1：11
’
tt’± °・46

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1963
Dried　piStils （mg ．）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1964
1−一一

152．61575

．4

149．61429

．3

　 　 　 102．7

！　　 1498．1
1

27，5

Dried　 pistils　per
　 corms （mg ．）

19631964 7．6 ＋ 2．15

29 ，7土2．23

7．5± 2．71

27．5± 2．51

5，1土 1．83

27，1± 2，85

工．4± 1．69

Dried　pistils　per
　flower （mg ．）

19631964 5．3土 0．37
8．9土 0．15

5．2土 0．25

8．5土 0．09

5．4土 Q．39

7，6土 O．19

3．4土 0，67

　4） α
一crotin 含量

　雌芯中の α
一crotin 含量 を 木村 ・酋川

1） の 方法に よ り定量 し，　 Table　6 に 示 した （各 3 囘 定量，平均値）．

　α
一cr 。tin 含 量 は 室 内 無 水 区 が も っ と も高 く，こ れ に 対 し 室内灌水区は い くらか 低い 値を 示 す 傾 向が あ D，温室灌

水区が 最低の 値 を 示 した．

　5）　実験開始時 と 纏了時 の 球 根 重 お よび 水分含量

　島津迅 速水分計 MO −1 型使用 （資料 19 ．75　V ．45 分）．　 Table　7・

　実験終了時 の 球根重 は各 区 と も開始時 よ り減少 し ，と くに 両灌水区に お い て 著 しか っ た．

　1）　木 村，西 川 ： 薬誌，73，25 （1953）．

（82 ）
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　　　 Table 　6．　 α ・−Crotln　 content 　in　 the 　pistils　 collected 　from　 corms 　 of 　 different　 treatments．

　　　　　　　　…　 …　 　 … m 　 　 　 ・一 ・use 　 ＿ l
　　　　　　　　　　

Yea 「

iW 。・eredl 。r ．

’−
N。n 一照 ・ered 旺

．
　 W ・・… d1 ・1

”””．
… −w 巨毒・edl ・・I

llC，。，、。 ，。n ，，。 ，

．
一

・963 　 2・，忌・ 　 ピ
ー一

葡
一 一一一一

i・．34 　 …　 ＝

　　　（％）　　　　　　　　　　1964　　　　　　　　26，19　　　　　　　　　　　27．37　　　　　　　　　　　22．15　　　　　1　　　　　　−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一．1　 ．　　　　 一一　　 ．．一一

実験終 了時 の 水分含量 は ，灌水区 は室内 ， 温室 の い ずれ も閉始時 よ り増加 し，前者は 後者 よ りい くらか 高 い 値 を 示

した．逆に ，無水区 は室 内，温度の い ずれ も開始時 よ り減少 L ，前者は 後者 よ り低 くな る傾向を 示 した ，

Table ア．　 Water −content 　in　 col
’
Ms 　 at 　the　nnish　 of 　 e］　periment ．

No ．

．Commeneement 　 Qf

　 　 experimcnt

　 （Oct．　14，　1964）

2 、Veightof
　corm

　 （9 ・）

“Tatered 　lot
　 ln 　 rDom

Water 　 Welght 　 Water
content 　　of 　corrn 　　content

．（％迦一一．．．一．．（幻 　　　（％）

　 1

　 2

　 3

　 4

　 5Average

　　　　Finish 。f 。 xperiment 　 　 　 　 　 　
．−
r

　　　　　 （Dec ，2，1964）　．一．　　一　 一
　 Non−watered 　　　Watered 　 lot　 in　ENon −watered 　lot
　　lot　 in　 room 　　　　 green 　house 　　 in　green 　house
I−
Weight 　 Water

旨
一
W 乙i蚕庶

一一
VLTat6

’
f
−

Weight 　 Water
of 　corm

．
conteut 　 Gf　corm 　 I　 content 　 of 　corm 　 content

　 （9，）　… （％）　　 （蔓・）一」　（％）　　 （9 ・）　　 （％）

29．229

、030

．029

，126

．528

．8

69．566

，669

，269

．965

．368

．1

12．311

．315

，58

，914

．212

．4

79．284

，282

，783

，581

，982

，3

14．611

．214

．113

．212

．813

，2

62，562

．963

．062

，266

，563

，4

17．819

．818

，116

，221

．218

，6

75．176
、881

．874

，7　、
　 　 　 　

78・0
「

77．3　 ！

18．115

．412

．716

．218

．116

．1

65．865

．766

．066

，465

．765
．9

考 察

　 特に ，1）発育 ，
2）雌芯収量 ，

3）有
．
効成分含量，の 3 点に つ い て 考 え て み た い ・

　 1） 発 　育

　 開花は 灌水区が は や く無水区は お くれ た ．これ は ，前報
＊ 1

で 明 らか に した よ うに ，土壌水分 が 発育を 促 進す る こ と

を 意味 して い る．温室無水区の 開花 は 著 し く不良で あ っ た，両灌水区の 開花 を 比較す る と，年度に よ っ て 2
’
iT−X な っ

た 結果を生 じ，差 は ない か あ っ て もわず か で，開花 に 対す る 照 皮 の 影響は ほ と ん ど な い と考え られ る （Table 　4＞．

　 と くに 温室無水 区 の 成 長 や 発 育が 不 良 に な っ た 原囚 は ，乾燥 に よ る球根内水分 の 不 足に あ るの で は な い か と思われ

る．しか し，実験終 r時の 各区の 球根内の 水分を比 較定量 して み る と，温室無水区 は 室内無 水区 と 変 らず ，む しろ い

くらか 高い 傾向す ら示 した （Table 　7）．こ の 点か らの み 考 え る と，温室無水区が 開花 し なか っ た の は球根内 水分 の 不

足 に よ る の で は な い よ うに 思わ れ る．し か し，室内無水区 は 出葉，開花 の ため ，生 育過程 に お い て あ る程度 の 水分を

消耗 し，そ の た め 実験終 r時に 温室無水区 よ り水分含量が 低 くな っ た の で は ない か と 考 え られ る，

　 2） 雌芯収量

　 カ ゴ 栽培は 圃場栽培 に 対 し，川谷らの 実験
2＞お よ び 大 橋 ら の 実脚 ） に お い て ，い ずれ も増収が 認 め られ た，た だ し

増収の 過程 は 異 な っ て い た ．

　 サ フ ラ ン の 1 球あた りの 雌芯収量 y は 次 で あ らわ され る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Y ＝w × n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 w ，　 1 花あた りの 雌芯重．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 n ，　 1球あ た りの 開花数，

　 川谷 らは 主 と し て zv の 増加 に よ り増収 を 認 め ，大 橋 らは 逆 に n の 増 加 ｝こ よ る増 収を 認 め た．

　今圓の 実験 に お い て は ，1963 年度 は 室内両区は 温室灌水区に 比 し n の 増加 に よ る 増収が認 め られ た．1964 年度

は，室 内 両 区 は 温室灌水区に 対 し
一

応 w は 増加 し た が ，そ れは 増収 に ま で 高め られ な か っ た （Table　5）．

　1963 年度と 1964 年度 の 実験を 比較す る と，実験に 使用 し た 球根重 に 差 が あ り，前 者 （14〜199 ．平 均 16・6土

・0．78g ，）は 後者 （25〜30　g．平均 27．5土 1．22g ，）に くらべ 小球 を 用い た．前述 の カ ゴ ，圃場 両 栽培法 の 比較研究に

　2） 川谷，藤 田，久保木，斎藤 ： 衛生試報 79，137 （1961）．　 3） 大橋，林 ： 本 誌 18
，
33 （1964）．
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際 し て ，川谷 らは 19．間隔に 15〜269 ．の もの を ， 大橋 らは 13〜289 ．，平均 2D，8土 1．149 ・の もの を 使 用 し た ・

増収 の 起因が 異な るが，そ の 原 因 が 使 用 球根 自体に 内在して い る の か ，栽培時 の 環境条件 の 差 に よ る の か ，よ くわ か

らない ，

　 し か し ，従来 の 研究結朱
3 ）・＊ 1

と考え合せ て ，ヵ ゴ 栽培が 圃易栽培 よ り増収 した 際， そ の 原因 は 環境水分 よ りむ し ろ

低照度 に もと つ い て い る と 考 え て よい よ うで あ る，

　 3）　有効成分含量

　室内栽培区は い ずれ も温室栽培区 よ り，雌芯中の α
一crotin 含 量が 増加 した ．室内栽培区 ど うしを 比較す る と無水

区は 灌水区 よ りい くらか 増力11す る 傾向が あ っ た ＊ 1
（Table 　6）．

　 こ の こ と か ら，カ ゴ 栽培 し た サ フ ラ ン の 有効成分含量が 圃 場栽培 よ り高 い 値を 示 す の は ，上 壌水分 よ りむ し ろ 主 と

し て 低照度に も と つ い て お こ る 規象 で あ る と 考え られ る．

要 勺糸

　次 の 4 区 を も うけ，サ フ ラ ン の 比較栽培 を行 な っ た （1963 ，1964 年度）．

　／．室内灌水区　2，室内無水区 　3．温室灌水区　4．温室無水区

　1．の 栽培条件は カ ゴ 栽培に 類似 し，4．の 栽培条件は 圃場栽培に 類似して い る．

　1）　両年度 と も，灌水区の 開花 は 無水区 よ りは や くな っ た ．両灌水区の 開花 を 相互 に 比 較す る と
，
1963 年 度 に お

い て は 差 は な く，1964 年度 に お い て は室内灌水区は温室灌水区 よ りわ ず か に は や く咲い た．温室無水区は わ ず か に

開花す るか （1963），ぜ ん ぜ ん 開花 し なか っ た （1964）．

　2）　雌芯収量は
，

1963 年度の 実験に お い て は ，室内灌水区＝室内無水区〉温室灌水区〉温室無水区 の 順に 減少し

た ．し か し，1964 年度 は ，各 区 間 に は っ き りした 差 は 認 め られ な か っ た．

　3） 両年度 と も，雌芯中の α
一crQtin 含量は ，室内灌水 i×：÷ 室内無水区〉温室灌水区の 順 に 低下 した．

　 以 上 の 結果 よ り，環境諸条件中，サ フ ラ ン の 発育は 主 と し て 土 壌水分に よ り，雌芯収量 お よ び 雌 芯中 の α
一crotin

含量は 主 と L て 照 度 に よ り影響 を うけ る ら しい ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長 II筒大 学 薬 学部
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